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1.　はじめに

鉄筋コンクリート構造物の鉄筋は、その周囲
のコンクリートがアルカリ性であることによっ
て腐食から保護されているが、大気中の二酸化
炭素などの作用によってコンクリートのアルカ

リ性は表面から徐々に低下していく。この現象
を中性化と呼んでいる。コンクリートが中性化
すると、鉄筋は腐食に対する保護性能を失い、
酸素と水の供給があれば腐食し始める。このた
め、建築物の供用期間を長期化したい場合には、
低水セメント比のコンクリートを使用してコン
クリートそのものの中性化速度を抑制する対策
や、防水材、仕上塗材、塗料のような仕上げ材
でコンクリートを被覆する対策などが講じられ
る1)。仕上げ材でコンクリートを被覆する対策
を講じる場合には、二酸化炭素の浸透抑制の観
点から、使用する仕上げ材の透気性が低いこと
や膜厚が厚いことなどが重要であり、長期的に
は仕上げ材の耐久性能なども重要となる2‒7)。
この結果、より効果的に中性化抑制効果を得ら
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Abstract

　A variety of coating materials are available as finishing materials that suppress carbonation, which 

is the main cause of degradation of reinforced concrete buildings in general. Therefore, accelerated 

carbonation tests, outdoor exposure tests, and carbon dioxide gas transmission rate tests were 

carried out in various water-based finishing materials, and the carbonation suppression effect was 

confirmed for the purpose of improving the durability of reinforced concrete buildings. The 

possibility of predicting the suppression effect of the coatings through a mathematical formula was 

also examined.
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